
　北海道札幌市出身の井上さんは現在、四万十
町地域おこし協力隊として１年半前から活動されて
います。四万十町の自然豊かな気候や人柄が好き
で移住を決意したそうです。
　井上さんは仁井田、影野地区の地域づくりとい
うミッションを担当されており、「仁井田米や四万十
町の食材を町外の人に知ってもらいたい ！ 」という
思いから、道の駅あぐり窪川に７月からおにぎりと
コーヒーのテイクアウト専門店「青いしろくま」を
オープンしました。青いしろくまは、おにぎりとコー
ヒーという新しい組み合わせが魅力のお店です。お
米は仁井田米を、具材は四万十うなぎや四万十
ポーク、ショウガの佃煮など四万十町の食材を使
用。お米は仁井田米そのものの香りや味を楽しん
でもらえるよう、塩や海苔を使っていないことがこだ
わりだそうです。
　井上さんは「これからも四万十町をＰＲし、盛り
上げていきたい」と話されていました。これからも四
万十町での活躍、応援しています ！

四万十町の食材を
たくさんの人に知ってもらいたい ！
井上 佳奈さん　（31）

四万十地区より

　フランスのレユニオン島出身の笑顔が素敵なマノ
ンさん。大学時代はオーストラリアで過ごし、日本に
来られて６年目になります。東京に1年間留学をした
際に「人が優しく、安全な日本で暮らしたい」と思
い、日本でのワーキングホリデーを始めたそうです。
　自然や田舎が大好きで、「大野見は山や川がある
ので暮らすのがとても楽しい」と笑顔で話してくれま
した。レユニオン島もフランスの中では方言があるみ
たいなのですが、「土佐弁はほんとに難しい、聞き取
れるようにはなったけど喋るのはもっと難しい ！ 」と方
言に苦戦をしているようでした。
　マノンさんの好きな日本食は、、、「かつ丼」みたい
です♪　「田舎のおばあちゃんが作る日本食もおいし
い」と日本の味を堪能しています ！  これからも自然
いっぱいの大野見での生活を楽しんでくださいね♪

大野見に来て良かった♪
 マノン エレメンシエンさん　（31）

大野見地区より

いの うえ　 か　な

津野山
地区よ

り

船戸地域を盛り上げるで～ ！
左から　ちづさん　（75）
　　　　まーくん　（61）
　　　　えっちゃん　（82）
　　　　といちゃん　（85）
　　　　みえちゃん　（62）

　夏も本番を迎える８月。津野町船戸で活動する
『船戸活性化委員会』を訪問しました。四万十川
源流点に位置する船戸地区は、平成22年に船戸
小学校が閉校したことをきっかけに、地域を元気に
するためのイベントの開催、特産品の開発・景観保
全・施設周辺の草刈りのほか、高齢者宅の粗大ご
みの代行処分など福祉事業も行っています。
　この日は、月一度のリフレッシュサロンの日という
ことで、お忙しい中お話をうかがいました。「なんと
か地域を盛り上げていきたい」と口を揃える皆さん。
すぐそばには、満天の星やせいらんの里があり、最
近は公園も完成。「草の管理も大変よ」と口にしな
がらも、その顔からは常に笑顔がこぼれます。
　少子高齢化の進む中、船戸地域を益々盛り上
げてください ！

※イベント等の詳細は、津野ぶらで検索

インスタグラムも
チェックして見てね♪
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津野山地域

津野山地域津野山地域

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

梼原高校
農家のハウスで農業の現状を学ぶ

　

７
月
28
日
、
四
万
十
町
仁
井
田

に
新
た
に
建
設
す
る
ニ
ラ
集
出
荷

場
建
築
工
事
の
起
工
式
を
行
い
ま

し
た
。
式
典
に
は
同
Ｊ
Ａ
の
秦
泉

寺
雅
一
組
合
長
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
職

員
、
四
万
十
町
長
、
設
計
管
理
、
施

工
業
者
ら
34
人
が
出
席
し
、
建
設

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
出
荷
施
設
は
同
地
区
な

ら
び
に
幡
多
地
区
の
主
要
品
目
の

ニ
ラ
を
、
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
生
産
、
出
荷
す
る
た
め
の
施
設

と
し
て
建
設
し
て
い
ま
す
。
建
設

す
る
集
出
荷
場
で
は
、
計
量
、
結

束
、
包
装
作
業
並
び
に
出
荷
予
冷

機
能
を
備
え
た
近
代
的
な
施
設
竣

工
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
の
ニ
ラ
集
出
荷
場
建
設

委
員
の
上
澤
哲
猪
委
員
長
は
「
当

Ｊ
Ａ
と
し
て
、
県
下
の
集
出
荷
体

制
の
再
編
に
取
り
組
ん
だ
最
初
の

施
設
で
す
。
稼
働
ま
で
に
し
っ
か

り
と
体
制
を
整
え
、
生
産
農
家
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。
同
集
出
荷
場
の
建
築
工
事

は
来
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

県
立
梼
原
高
校
の
農
業
コ
ー
ス

の
学
生
25
名
（
２
・
３
年
生
）
は
、

暑
さ
の
厳
し
く
な
る
夏
の
ハ
ウ
ス

内
で
の
収
穫
作
業
を
体
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
品
目
は
『
土
佐
甘
と

う
』
管
内
の
高
橋
亀
一
郎
さ
ん
の
ハ

ウ
ス
へ
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
内
で
の
作
業
も
、
甘
と

う
の
収
穫
も
初
め
て
。
皆
真
剣
に

高
橋
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま

す
。
収
穫
を
始
め
る
と
「
ど
れ
と
っ

て
い
い
？
」
や
「
こ
の
曲
が
り
は
大

丈
夫
？
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
る

と
懸
命
に
収
穫
作
業
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
収
穫
後
の
選

別
作
業
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

授
業
を
終
え
て
、「
土
佐
甘
と
う

の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」「
自
分
た
ち
が
収
穫
し
た

量
で
い
く
ら
に
な
る
か
わ
か
っ
た
」

「
農
業
を
始
め
る
の
に
ど
れ
だ
け
費

用
が
か
か
る
か
聞
け
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
暑

い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

四万十地区女性部
役員が津野山地域を視察

農業用コンテナで
ショウガ作りに挑戦

　

四
万
十
生
姜
研
究
会
と
四
万
十
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
は
７
月
12
日
、
四
万
十
町
立
窪
川
小
学

校
の
３
年
生
に
農
業
用
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
た

「
コ
ン
テ
ナ
生
姜
作
り
」
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
月
６
日
に
シ
ョ
ウ
ガ
の
植
え
付
け

を
行
い
、
40
日
程
で
芽
が
出
た
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
現
在
は
草
丈
が
約
50
〜
60
㎝
に
成
長

し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
雨
で
流
亡
し
た
土

を
補
充
し
、
土
の
表
面
か
ら
露
出
し
た
シ
ョ
ウ

ガ
が
太
陽
の
光
を
浴
び
て
青
く
な
ら
な
い
よ
う

周
り
に
敷
き
わ
ら
を
行
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ウ
ガ

は
10
月
の
終
わ
り
に
収
穫
を
行
い
、
大
き
さ
や

形
な
ど
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
今
後
も
同
研
究

会
と
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
が
収
穫
に
向
け
て
引
き

続
き
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

津
野
山
園
芸
部
で
は
、
安
心
安
全
な
農
産
物

の
生
産
・
販
売
に
む
け
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、

管
内
の
全
生
産
農
家
の
圃
場
と
、
出
荷
調
整
場

所
・
農
薬
保
管
庫
の
状
況
調
査
を
、
行
政
担
当

者
・
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
協
力
も
い
た
だ
き
環

境
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
内
容
か

ら
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ
内
容
ま
で
多
種
多
様
に

あ
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
で
す
が
、
大
半
の
生
産
者

が
前
年
よ
り
改
善
が
見
ら
れ
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
意
識

の
高
ま
り
を
感
じ
ま
す
。
毎
日
の
作
業
の
中
で
、

チ
ェ
ッ
ク
の
記
入
な
ど
煩
わ
し
さ
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
取
組
の
結
果
無
事
故
で
の

出
荷
に
繋
が
り
、
消
費
地
か
ら
の
信
頼
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
当
た
り
前
を
当
た
り
前
で
終
わ
ら

せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
取
組
を
続
け
て
い
き
ま
す
！

　

７
月
27
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
、
高
知
大

丸
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
内
で
行
わ
れ
た
『
津

野
町
セ
レ
ク
ト
』
で
津
野
町
の
特
産
品
が
ズ

ラ
リ
と
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

　

津
野
山
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
『
四

万
十
川
源
流
茶
』
を
出
品
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
な
水
出
し
冷
茶
や

ほ
う
じ
茶
と
い
っ
た
定
番
商
品
や
、
ギ
フ
ト

用
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
再
拡
大
を
受
け
、

来
客
数
は
や
や
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
津
野

町
の
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
生
産
者
の
所
得
増
大
に
向
け
、
販

促
の
機
会
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

ＧＡＰ環境点検を実施
高知大丸の

津野町セレクトに出品

秦泉寺雅一組合長らが玉串を捧げました。

熊田さんのハウスで甘とうについて説明を受けました。 子供たちがコンテナ生姜の土を補充しています。

環境点検で生産者が説明を受けています。津野町セレクトに出品した四万十川源流茶コーナー。

生産者の説明を熱心に聞く生徒

　

７
月
15
日
、
四
万
十
地
区
女
性
部

役
員
が
津
野
山
地
域
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
津
野
町
観
光
ガ
イ
ド
の
熊

田
光
男
さ
ん
を
迎
え
、
津
野
山
営
農

経
済
セ
ン
タ
ー
で
氏
原
課
長
よ
り
出

荷
物
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、
熊
田

さ
ん
本
人
の
甘
と
う
の
圃
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
梼
原
支
所
や

津
野
山
地
域
の
観
光
地
を
回
り
ま
し

た
。
女
性
部
か
ら
は
「
地
域
の
こ
と
を

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉

強
に
な
り
良
い
研
修
に
な
っ
た
。」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
は
津
野

山
地
域
だ
け
で
な
く
、
各
支
所
巡
り

も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

四万十地域

ニラ安定生産へ
集出荷場の起工式
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四万十地域より

津野山地域より

ユズの収穫にお困りの方へ

◎問い合わせ先：JA高知県津野山青壮年部事務局　
JA高知県高西地区津野山営農経済センター 経済課

担当：高橋（TEL. 0889－62－3501）
◎問い合わせ先：四万十営農経済センター 営農指導課

夏秋ピーマン担当：中山　サトイモ担当：西井（TEL. 0880－22－5179）

サトイモ栽培はじめませんか？
【栽培スケジュール】

こんな方にお勧めです ！
・ 水稲や生姜以外の露地
  品目の栽培をお考え方
・冬場の収入源が欲しい方
・露地品目で規模拡大を
  お考えの方　等

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １0月 １1月 １2月

・
土
づ
く
り

・
畝
た
て
マ
ル
チ
ン
グ

・
定
植

・
芽
出
し
、
芽
か
き

・
灌
水
開
始

・
収
穫
開
始

・
灌
水

・
病
害
虫
防
除

収穫期間収穫期間

　　:定植　■:収穫期間

夏秋ピーマン栽培はじめませんか？
【栽培スケジュール】

【１０aあたりの精算収支】
【雨よけ栽培】 【露地栽培】

※上記経費には、種苗代、肥料・農薬代、資材代等費用が含まれております。
※令和４年度より夏秋ピーマン部会では、簡易雨よけハウス栽培に取り組み始めておりますので興味のある方はご連絡ください。

※平成31年度よりサトイモ部会では、畝たてマルチングを行う成形機と定植作業を行う移植機を導入しました。栽培を始める際には是非ご利用ください。
※新規作付者を対象に、毎年1月に栽培講習会を開催していますので、興味のある方は下記連絡先までご連絡ください。

【１０aあたりの精算収支】

露地

雨よけ

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １0月 １1月 １2月

■

■

■

■

収 量 ㎏単価 売 上 経費
（60％） 精算額

10,000㎏ 343円 3,430,000円 2,058,000円 1,372,000円

収 量 ㎏単価 売 上 経費（50％） 精算額（所得率50％）

2,000㎏ 200円 400,000円 200,000円 200,000円

収 量 ㎏単価 売 上 経費
（60％） 精算額

6,000㎏ 280円 1,680,000円 1,008,000円 672,000円

ＪＡ高知県津野山青壮年部が、
収穫作業を受託します。

・作業が大変なので収穫をあきらめている方

・体調を崩して収穫できない方

・全部取りきれるか不安な方

・毎年手伝ってくれていた人が来られなくなった方　　など

◆受託できる作業：ユズ収穫

◆料 金 の 目 安 : １ａ当たり　　　6,000円

　　　　　　　　１時間当たり　    1,500円

園地の立地条件等により変わってくるため、ご相談ください。

　詳しいことをお知りになりたい方は、下記までお問い合わせください。
※必ず受託できるとお約束するものではありません。
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俳   

句

霧
の
里
句
会

背
戸
山
の
静
寂
を
や
ぶ
る
森
蛙

涼
や
か
に
若
竹
ゆ
れ
る
庭
の
隅市

川　

和
美

夏
光
る
峡
空
結
ぶ
飛
行
雲

雷
神
に
我
が
身
責
め
ら
れ
い
る
ご
と
し

今
橋　

孝
子

夏
の
夕
歩
道
を
鳩
の
よ
ぎ
る
か
な

子
供
会
耕
耘
を
し
て
芋
を
植
う竹

内　

春
猪

孫
ま
き
し
ひ
ま
わ
り
の
花
満
開
に

夏
空
を
二
つ
に
分
け
る
飛
行
雲

　
　

田
中　

信
子

刈
り
終
へ
て
涼
し
き
シ
ャ
ワ
ー
五
体
刺
す

精
を
出
し
く
ち
び
る
辛
き
野
良
の
汗

長
谷
部　

延
子

耳
鳴
り
の
調
子
が
ふ
い
と
切
り
変
わ
り
第
三
楽
章
へ
移
行
の
や
う
な

市
川　

浩
子

足
弱
き
小
雀
な
る
や
電
線
に
足
か
ら
め
つ
つ
や
っ
と
渡
り
ぬ

島
岡　

紀
美

機
械
音
と
だ
え
し
里
の
み
ど
り
野
の
茅
花
を
な
で
る
水
無
月
の
風

市
川　

隆
子

急
に
来
る
目
眩
は
卑
怯
私
を
宙
に
浮
か
べ
て
何
を
企
む

文
野　

見
枝
子

連
休
に
帰
省
の
娘
に
誘
わ
れ
て
森
の
ピ
ア
ノ
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
曲
き
く

北
村　

さ
ち
こ

買
溜
め
の
も
く
ろ
み
す
で
に
見
透
か
さ
れ
値
上
げ
さ
れ
を
り
水
無
月
待
た
ず

黒
岩　

や
よ
え

新
じ
ゃ
が
に
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
玉
ね
ぎ
と
自
家
菜
園
の
味
は
格
別

中
内　

佐
登
美

短   

歌

窪
川
短
歌
教
室

俳   

句
◆ 

◆ 

◆ 

お
た
よ
り
か
ら 

◆ 

◆ 

◆

（
梼
原
町
・
松
山　

松
美
）

お
の
れ
生
え
向
日
葵
ひ
と
つ
淋
し
そ
う

（
津
野
町
・
村
田　

三
喜
子
）

夕
暮
れ
の
谷
間
や
合
歓
の
花
明
り

（
津
野
町
・
弘
瀬　

秀
頼
）

風
涼
し
高
き
に
登
る
鳥
の
群献茶スタッフ（パート・アルバイト）

募集

ＪＡメモリアルこうち四万十営業所
（ＪＡ葬祭ルミエール四万十）
四万十町榊山町９－７
TEL  0880－22－5900

お問い合わせ

ね  

む

し
じ
ま

葬祭会場での準備・接客・掃除等
お通夜等　3,000円　～
お葬儀　　5,000円　～
＊未経験者可
＊詳しくは下記までお問い合わせください。

仕事内容


